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令和６年８月第８回 真庭市農業委員会総会 議事録 

 

１．開催日時 令和６年８月９日（金） 

午前１０時００分から午前１０時４０分 

２．開催場所 本庁舎 ２階 会議室 

３．出席委員（４０人） 

会  長 １９番 矢谷光生 

  職務代理  １８番 石原誉男 

  農業委員  １番 山懸将伸   ２番 岡田耕平   ３番 妹尾宗夫   ４番 池田 実 

 ５番 太田 明   6番 池田和道   ７番 沼本通明     ８番 樋口昌子 

 ９番 入澤靖昭   １０番 柴田博行  １１番 松本正幸   １２番 中山克己 

１３番 武村一夫  １４番 吉岡 靖   １５番 後藤 勤   １７番 池本  彰 

推進委員 ２０番 平 義男  ２１番 椙原啓二  ２２番 西谷玲子  ２３番 中嶋久志 

       ２４番 井手宏治   ２５番 築澤安彦   ２７番 上田房次郎 ２８番 太安隆文 

          ３０番 根本 章  ３１番 田中秀樹   ３３番 二宗貴志   ３４番 高谷明弘 

         ３５番 植田浩史   ３６番 浅田光明   ３８番 各務和裕  ３９番 東郷朝夫 

４０番 山中正義   ４１番 池田久美子 ４２番 二若正次   ４３番 高見寛二 

４５番 筒井一行   ４６番 清水 晃 

４．欠席委員（６人）  

  農業委員 １６番 福島康夫 

  推進委員 ２６番 松下 功  ２９番 白石壽平  ３２番 長尾 修  ３７番 戸田典宏 

       ４４番 佐子ゆかり 

５．議事日程 

日程第１ 議事録署名委員の指名について 

日程第２  議案第37号   農地法第３条の規定による許可申請書の審議について 

日程第３  議案第38号   農地法第４条の規定による許可申請書の審議について 

日程第４  議案第39号   農地法第５条の規定による許可申請書の審議について 

日程第５  議案第40号   基盤強化法第１９条の規定による農用地利用集積計画の決定 

  について 

日程第６  議案第41号  農地中間管理事業法第１９条の２の規定による 

農用地利用集積計画の決定について 

日程第７ 報告第17号   農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意解約に 

                ついて 

日程第８  報告第18号    農地の形状変更に係る届出について 
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  その他 

６．農業委員会事務局職員 

  事務局長 芦川 徹 事務局次長 美甘真弓 主幹 柴田正人 主事 岡村侑磨 

 

福田有子 

７．会議の概要 

（午前１０時００分 開会） 

事務局長  失礼します。皆さんおはようございます。 

それでは、ただいまから令和６年８月の総会を開催いたします。 

それでは、会長よりご挨拶をよろしくお願いいたします。 

会 長   おはようございます。大変ご苦労さまです。 

連日猛暑が続いておりまして、なかなか毎日が大変だろうというふう

に思います。オリンピックも開催されておりまして気になることが、

ある意味、夜も寝られないという方もおられるというふうに思いま

す。盆前ということで非常に忙しい方もたくさんおられるというふう

に思いますけど、出席いただきまして大変ありがとうございます。 

昨日は宮崎県のほうでマグニチュードが７．１ということで、非常に

大きな地震がありました。地震はいつ来るか分からないわけですけ

ど、これは南海トラフの関係の地震ではないかということで今後が非

常に心配されるということであります。我々もできることはなかなか

ないんですけど、非常に気になるところでございます。 

今年も各地で豪雨といいますか、集中的な雨によって被害のほうが出

ております。いつどこに降るか非常に困難なことで、この地域でも昨

年は盆周辺にかけてかなり被害が出た頃でございます。今後も気をつ

けていきたいというふうに思います。農作物のほうも高温障害という

ことで今年も非常に気になるところでございます。これから稲のほう

も収穫期を迎えるわけです。今年も何とかいいものができますように

祈っております。 

それでは、これより８月総会を開会いたします。よろしくお願いいた

します。 

事務局長  ありがとうございました。 

それでは、会議のほうに入らせていただきます。 

本日の欠席委員は１名いらっしゃいます。１６番委員から届出がござ

いました。遅参の方はいらっしゃいません。よって、ただいまの出席

委員は１９名中１８名で定足数に達しておりますので、８月総会が成
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立しておりますことをご報告いたします。 

それでは、真庭市農業委員会会議規則第５条によりまして、議長は会

長が務めることとなっておりますので、以降の議事の進行を会長よろ

しくお願いいたします。 

議 長   それでは、これより議事に入ります。 

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりでございます。 

日程１、議事録署名委員の指名を行います。 

本総会の議事録署名委員は、会議規則第３５条の規定により、議長に

おいて指名させていただくことにご異議ございませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   それでは、議事録署名委員は、９番、    委員、１０番、    

委員を指名いたします。 

日程２、議案第３７号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議

についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主事 議案第３７号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議について。 

１ページをお開きください。 

本日審議していただく案件は１１件でございます。農地法第３条第２

項の各号におきましては、申請書によって審議しました結果、全件と

も該当しないため、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

番号１でございますが、市外の譲渡人が、同じく市外の譲受人に、申

請農地、田１筆９１８㎡を、売買によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、２３番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

２３番推進委員 議長。 

議 長   はい、２３番推進委員。 

２３番推進委員 ２３番です。 

番号１について、７月２７日に譲受人立会いから現地調査を行いまし

た。譲渡人は東京にお住まいですので電話でお話をお聞きしました。

権利移転する事由の詳細についてですが、譲受人と譲渡人は同じ地区

の住民であります。譲渡人は長年にわたり申請地で稲作を行ってこら

れましたが、今現在東京にお住まいで田んぼができなくなり手放した

いと。譲受人は稲作を行っておられ、このたび売買の話がまとまり、
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譲受人が申請地を取得するものです。譲受人は兼業農家であり、譲受

人の父親が主に農業に従事しております。譲受人に話を聞いたとこ

ろ、現在所有している農地は耕作を行っております。申請地の取得後

も必要な農作業に従事すると認められます。 

以上のとおり耕作状況及び従事日数等についても問題ないと思われま

す。審議のほどよろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局の説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号２でございますが、市外の譲渡人が、落合の譲受人に、申請農地、

田１筆８７３㎡を、売買によります所有権移転の申請でございます。ご

審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１番委員さんから説明をお

願いいたします。 

１番委員  議長。 

議 長   はい、１番委員。 

１番委員  １番です。 

番号２につきまして、去る８月４日に譲受人立会いの下に現地調査を

行いましたので、その内容につきまして報告させていただきます。 

まず、権利移転する事由の詳細でございますけれども、譲渡人は以前

は譲受人と同地区に住んでおりましたが、今現在は市外に移住してお

り、農地管理につきましては譲受人がずっと譲渡人の農地を管理して

まいっております。譲渡人が高齢となりまして、もう地元にも帰らな

いということで譲受人に売買の話を持ちかけたところ、このたびこの

売買がまとまりまして権利移転を行うものでございます。譲受人の耕

作状況でございますけれども、譲受人はハウス栽培等をしており主に

野菜を栽培しております。夫婦２人で作業を行っておりまして、農機

具等につきましても農作業を行う上で必要なものは一通り保有いたし

ております。申請地につきましても野菜を今現在も栽培しておりまし

て、今後も同じく適切な農地管理が行われていくものと思っておりま

す。その他指摘事項は特にございません。審議方よろしくお願いいた

します。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号３でございますが、落合の譲渡人が、同じく落合の譲受人に、申請

農地、田３筆２，２５８㎡を、売買によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いします。 
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議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 では、番号３につきましてご説明申し上げます。 

まずは、譲渡人の状況から説明いたします。現在、譲渡人は持ってい

る田を全て人に預けて長年農業をしておりません。そんな中で後継者

もいないということで、だんだん年々年も取っていく中で農業の廃止

を決めたわけでございます。そういった中で、現在預け先であります

譲受人に売買ということで話がまとまったものでございます。譲受人

は従来どおり田んぼをそのまま継承して耕作していくということでご

ざいますので、何ら問題ないと思われます。審議方よろしくお願いい

たします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号４について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号４でございますが、落合の譲渡人が、同じく落合の譲受人に、申請

農地、田２筆３２４㎡を、売買によります所有権移転の申請でございま

す。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 それでは、番号４につきましてご説明を申し上げます。 

先ほど番号３で申し上げた譲渡人と同人でございます。ですから、内

容についても同じことでございまして、譲受人は長年借用しておりま

した土地を売買により購入して、そのまま耕作を続けるということで

ありますので問題はないと考えます。審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号５について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号５でございますが、落合の譲渡人が、同じく落合の譲受人に、申請

農地、畑１筆２７２㎡を、交換によります所有権移転の申請でございま

す。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、同じく３０番推進委員さん

から説明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 
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３０番推進委員 それでは、番号５に関する説明を申し上げます。 

譲渡人と譲受人は同じ部落に住む友達同士であります。譲受人は長男

の家を建てるために土地を交換したものであります。その土地に対し

ては長男の家を建てるということでございます。後ほど５条申請のほ

うで詳しくまたご説明申し上げたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

以上です。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号６について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議案の２ページ目をお開きください。 

番号６でございますが、市外の譲渡人が、久世の譲受人に、申請農

地、田６筆２，８９６．０３㎡、畑１筆６２４㎡を、売買によります

所有権移転の申請でございます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１２番委員さんから説明を

お願いいたします。 

１２番委員 議長。 

議 長   はい、１２番委員。 

１２番委員 １２番です。 

７月２６日に現地確認を行い、市外に譲渡人が住まわれているので電

話で話を聞きました。譲受人も市外、東京ということなので電話で話

を聞きました。譲渡人は相続により農地を取得しましたが管理ができ

ないため、親戚の農家に耕作をお願いしてきましたが、譲渡人は娘も

結婚して今後後継者がいないことから、実家、山林、農地を引き受け

てくれる方を不動産屋にお願いしていたところ、田舎で農地と家を探

している譲受人と話がまとまり権利移転を行うものでございます。譲

受人は現在購入した家をリフォームしており、リフォームが出来次

第、移住して農業を始めたいということで、それまでは近所の農家に

管理をお願いしているそうです。農業は初めてということで、近所の

農家に指導もお願いしているということでございます。農機具は必要

なことに応じて購入したり借りることになっているので、今後十分耕

作していくものと思われます。したがって、今回の権利移転について

は問題がないと思われますのでご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号７について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号７でございますが、市外の譲渡人が、勝山の譲受人に、申請農地、

畑２筆２，５０３㎡を、売買によります所有権移転の申請でございま
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す。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１４番委員さんから説明を

お願いいたします。 

１４番委員 議長。 

議 長   はい、１４番委員。 

１４番委員 １４番です。 

番号７につきまして、７月２８日に譲渡人と現地確認及び調査を行い

ました。譲受人とは電話で確認いたしました。権利移転する事由の詳

細ですが、譲渡人は申請地の畑が貸借契約の更新期となったため、契

約相手である譲受人と今後について話し合ったところ、譲渡人が農業

を行うことは今後ないということで今回の売買の話がまとまり、譲受

人が申請地を取得するものです。譲受人は祖父の代からお茶の栽培、

加工、販売を行っており、申請地を含め多くの農地を適正に管理して

おります。家族、また雇用の労働力も十分にあり、今後も継続的に適

正管理に努められるものと認められます。その他指摘事項はありませ

ん。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号８について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号８でございますが、市外の譲渡人が、同じく市外の譲受人に、申請

農地、田３筆３，１４１㎡を、売買によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３８番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３８番推進委員 議長。 

議 長   はい、３８番推進委員。 

３８番推進委員 ３８番でございます。 

去る７月２８日に、遠くにおられますのでこちらになかなか帰ってく

ることができないということなので電話をさせてもらいまして聞きま

した。譲渡人は出身はここにあります  出身なんですけども、もう

一家皆出て、こちらに帰ってきて農業をする気は全くないようでござ

いまして、知り合いを通じて不動産業者のほうに打診しておられたそ

うで、この譲受人は不動産業者から住宅を含めて農地を買って移住し

てきて、そこで農業をするという予定であるようでございます。ここ

に増反によると書いてありますけれども、この農地は原野に近いぐら

い、もう何年も耕作されていなくて、農地復旧計画書も提出されてお

りまして３年計画でこれを復旧させていくということで、復旧しても
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らう業者のほうも選定しているようでございます。今後、３年計画で

これをやるということなんですが、それが終わってまた機会があった

ら別のところもやって農地として復旧するというふうに考えていらっ

しゃるようでございます。ですから、問題になることはないと思いま

すので審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号９について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号９でございますが、市外の譲渡人が、同じく市外の譲受人に、申請

農地、田４筆１，７３９㎡を、売買によります所有権移転の申請でござ

います。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、８番委員さんから説明をお

願いいたします。 

８番委員  ８番。 

議 長   はい、８番委員。 

８番委員  ８番です。 

これは知人を介して間に不動産屋を入れ、決まったものです。この方

自身が市外に住まわれているので、なかなかこちらには来れないんで

すけども、蒜山にどうしても家を持って農業なんかもできるような夢

を持っていらっしゃってて、それがやっとかなったというような現状

なんですけども、買われたおうちが、もう数年前に家族がみんな亡く

なられて、それこそさっきの方と同じように原野に等しい状態の中

を、今家の中の片づけを必死でされていて今年中に何とか動きができ

るような状態にしたいということで頑張っていらっしゃいます。私の

家の前なので知らない顔もできないので、随時声かけをしながら応援

をしていきたいと思いますので、どうかよろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号１０について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 議案の３ページ目をお開きください。 

番号１０でございますが、八束の譲渡人が、同じく八束の譲受人に、

申請農地、畑４筆３，０３６㎡を、売買によります所有権移転の申請

でございます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、４２番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

４２番推進委員 議長。 

議 長   はい、４２番推進委員。 

４２番推進委員 ４２番推進委員です。 
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８月１日に現地調査を行いました。譲受人と譲渡人は近隣で、今現在

借りて牧草をつけておりまして、この先もう年なので管理することが

できないので話がまとまったそうです。譲受人は酪農家で牧草を２０

町ぐらいつけとるらしいんで、これからも何ら問題はないと思いま

す。その他指摘事項はございません。ご審議方よろしくお願いしま

す。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号１１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主事 番号１１でございますが、川上の譲渡人が、同じく川上の譲受人に、申

請農地、畑１筆５５５㎡を、贈与によります所有権移転の申請でござい

ます。ご審議方よろしくお願いします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、１８番委員さんから説明を

お願いいたします。 

１８番委員 議長。 

議 長   はい、１８番委員。 

１８番委員 １８番です。 

この件につきまして、８月３日に譲受人立会いの下、現地を確認いた

しました。譲受人と譲渡人とは同じ部落内であり、譲受人の祖父と譲

渡人との間で話合いができていたものですが、口約束だけだったのを

今回手続をするものであります。譲受人は酪農を営んでおり、申請農

地も現在牧草地として利用されており問題はないと思われる。その他

指摘事項もございません。審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 

これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３７号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 
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よって、議案第３７号、農地法第３条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程３、議案第３８号、農地法第４条の規定による許可

申請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 失礼いたします。議案第３８号、農地法第４条の規定による許可申請書

の審議について、本日審議していただく案件は１件でございます。 

５ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

本件は、５条申請の議案第３９号、番号２の関連土地となっておりま

す。申請人（落合）は、既存の駐車場が手狭で不便であることから、

畑２筆１９７．５１㎡を、露天駐車場及びその進入路として利用する

ため、転用申請するものです。農地区分は、２種農地と判断されま

す。転用に伴う費用ですが、土地造成   円。費用の内訳として、

自己資金   円。申請地周辺に影響を受ける農地はございません。

ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 それでは、ご説明申し上げます。 

先ほど事務局のほうからご案内があったとおり、畑２筆の転用許可申

請でございます。見取図の下の図をご覧いただけると分かると思うん

ですけども、    に今現在本宅が建っております。それを建て替

えるということで、その建て替えに関する進入路の確保ということと

併せて駐車場をここで設定したいということの申請でございます。申

請の場所、位置等は、     より東に２００ｍほど入ったところ

でございます。周辺の状況としましては、東側が市道、西側が畑、南

側が市道、北が宅地ということになっておりますが、周辺農地への影

響はないものと考えられます。ほかに指摘事項はございません。審議

方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 
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これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３８号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３８号、農地法第４条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程４、議案第３９号、農地法第５条の規定による許可

申請書の審議についてを議題といたします。 

番号１について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第３９号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議について、

本日ご審議いただく案件は３件でございます。 

７ページをご覧ください。 

番号１でございます。 

本件は、３条申請の議案第３７号、番号５の関連土地となっておりま

す。申請人、譲受人（落合）は、息子の住まいが手狭になったことか

ら、その住宅を建築するための土地を探していたところ、このたび譲

受人（落合）との交換の話がまとまり、申請農地、畑１筆５０２㎡を

譲り受け、住宅用地にするため、転用申請するものです。申請地の農

地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用ですが、土地購

入は交換のため 円、土地造成   円、建物施設      円。

資金の内訳として、借入金      円。建蔽率は２３％となって

おります。添付書類といたしましては、そこに書いてあります被害防

除計画書のほか、土地利用計画図等建物施設の建築の詳細計画に関す

る書類一式及び使用貸借契約書が添付されております。申請地周辺に

影響を受ける農地はございません。ご審議方よろしくお願いいたしま

す。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説
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明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 それでは、ご説明を申し上げます。 

先ほど来、お話がありましたとおり、交換による土地に新しく長男の

家を建てるということであります。場所的には、ここも    より

東に２００ｍほど入ったところでございます。周辺の状況ですけど

も、東が市道、西が畑、南も畑、北が市道ということであります。周

辺農地への影響はございません。また、特に指摘事項もございませ

ん。 

以上でございます。審議方よろしくお願いします。 

議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号２について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号２でございます。 

本件は、４条申請の議案第３８号、番号１の関連土地となっておりま

す。申請人、譲受人（落合）は、自宅への進入路の幅員が狭く不便で

あることから、申請農地、畑１筆２６㎡を、譲渡人（落合）から譲り

受け、住宅への進入路とするため、転用申請するものです。申請地の

農地区分は、２種農地と判断されます。転用に伴う費用ですが、土地

購入   円、土地造成    円。資金の内訳として、自己資金 

   円となっております。申請地周辺に影響を受ける農地はござい

ません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 ご説明を申し上げます。 

先ほど来、畑地を宅地にと申請があったものでございますけど、その

中にもいわゆる    に建てる宅地建て替えによる進入路が自分の

畑だけでは幅が足らないということの中での申請でございます。今、

建築法でこの進入路がなければできないということになっております

ので申請を上げております。この場所も県道より２００ｍのところと

いうことで、場所的には先ほどお話ししたように、東が市道、西が

畑、南が市道、北が宅地ということで、周辺の農地に影響はございま

せん。その他指摘事項もございません。 

以上でございます。審議方よろしくお願いします。 
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議 長   ありがとうございました。 

続きまして、番号３について事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 番号３でございます。 

８ページをご覧ください。 

申請人、使用借人（市外）は、現在アパートに居住しておりますが、

子供の成長に伴い手狭となってきたことから、申請農地、田１筆３７

５㎡を、母である使用貸人（市外）から借り受け、居宅を建築するた

め、転用申請するものです。なお、議案の譲受人の欄ですが、本申請

に関する建築費用に要する住宅ローンの借入申込みを連名で行うた

め、母名義の土地を母と子が持分２分の１ずつ使用貸借した形式を取

っておりますので連名としておりますので申し添えておきます。申請

地の農地区分ですが、２種農地となってございます。転用に伴う費用

ですが、土地購入 円、土地造成    円、建物施設      

円。資金の内訳として、借入金      円となっております。建

蔽率は２２％です。添付書類といたしまして、被害防除計画書のほか

土地利用計画図等建物施設建築の詳細計画に関するもの及び使用貸借

契約書が添付されております。申請農地周辺に影響を受ける農地はご

ざいません。ご審議方よろしくお願いいたします。 

議 長   それでは、現地調査を行った結果について、３０番推進委員さんから説

明をお願いいたします。 

３０番推進委員 議長。 

議 長   はい、３０番推進委員。 

３０番推進委員 それでは、説明を申し上げます。 

この申請人でございますけれども、現在津山市において娘さんと別々

に住んでおられます。そんな中で自分の土地である申請地に家を建て

て家族で今度は一緒に住みたいということの中での申請でございま

す。申請地の位置でございますけども、    線より約２５０ｍ旭

川より入ったところでございます。周辺の状況ですけども、東が市

道、西が田、南が田、北が市道という関係でございます。周辺農地へ

の影響でございますけども、現在この地域におきましては圃場整備の

話が進んでおりますが、申請地は圃場整備より外しておりますので問

題はないと考えます。その他指摘事項はございません。審議方よろし

くお願いいたします。 

議 長   ありがとうございました。 

以上をもちまして事務局及び地元委員さんからの説明を終わらせてい

ただきます。 
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これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

よろしいですか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   それでは、これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第３９号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第３９号、農地法第５条の規定による許可申請書の審議

については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程５、議案第４０号、基盤強化法第１９条の規定によ

る農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第４０号について、９ページをお開きください。 

議案第４０号、農用地利用集積計画の決定について。 

このことにつきまして、別紙のとおり農用地利用集積計画を定めるた

め、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、その決

定について審議に付します。案といたしまして、令和６年８月９日付

で公告の予定でございます。本日上程されました農用地利用集積計画

のうち、利用権設定につきまして全１９筆でございます。 

以上、全件とも農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満

たしていると考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いいた

します。 

以上でございます。 

議 長   それでは、お目通しをお願いします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 
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これより議案第４０号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 

よって、議案第４０号、基盤強化法第１９条の規定による農用地利用

集積計画の決定については、原案のとおり可決されました。 

続きまして、日程６、議案第４１号、農地中間管理事業法第１９条の

２の規定による農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局主幹 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局主幹 議案第４１号について、１３ページをご覧ください。 

議案第４１号、農用地利用集積計画の決定について。 

本件は一括方式となっており、農地中間管理機構である岡山県農林漁

業担い手育成財団が農地の貸手から賃貸借権等の設定を受けて中間管

理権を取得するのと同時に、受け手に対して転貸による利用権設定を

同時に行うものです。案といたしまして、令和６年８月９日付で公告

の予定でございます。内容につきましては議案書に記載のとおりでご

ざいまして、田５筆が利用権設定されるもので、本件につきましては

問題ないものと考えます。お目通しの上、ご審議方よろしくお願いい

たします。 

以上でございます。 

議 長   それでは、お目通しをお願いします。 

それでは、これより質疑に入ります。 

質問のある方は挙手でお願いいたします。 

質疑はございませんか。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   ないようです。 

これをもって質疑を打ち切ります。 

これより議案第４１号を採決いたします。 

お諮りいたします。本案は、原案のとおり決することにご異議ござい

ませんか。 

＜「異議なし」の声＞ 

議 長   異議なしと認めます。 
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よって、議案第４１号、農地中間管理事業法第１９条の２の規定によ

る農用地利用集積計画の決定については、原案のとおり可決されまし

た。 

続きまして、日程７、報告第１７号、農地法第１８条第６項の規定に

よる農地の貸借の合意解約について、日程８、報告第１８号、農地の

形状変更に係る届出についてを議題といたします。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局次長 議長。 

議 長   はい、事務局。 

事務局次長 失礼いたします。それでは、１５ページをお開きください。 

報告第１７号、農地法第１８条第６項の規定による農地の貸借の合意

解約については、次の５件がございました。添付書類もそろっており

ますので受理いたしました。 

続いて、次のページをお開きください。 

報告第１８号、農地の形状変更に係る届出につきましては、次の１件

がございました。こちらも添付書類もそろっておりますので受理いた

しました。 

以上で報告案件の説明を終了いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

議 長   報告第１７号、報告第１８号について、質問、意見等ありましたらお願

いします。 

＜「質疑なし」の声＞ 

議 長   質問、意見等ないようですので、これらの案件は報告案件でございます

のでご了解いただきたいというふうに思います。 

以上をもちまして本総会に付議された案件は全て終了いたしました。 

次回９月総会は９月１０日火曜日の午前１０時からですので、よろし

くお願いいたします。大変ご苦労さまでした。ありがとうございまし

た。 

（午前１０時４０分 閉会） 
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